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自生のラン科植物の花や果実を食害するハエ類の同定
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Abstract: Flies infesting orchid flowers and fruits were collected from 16 orchid species from nine prefectures in 
Japan. Fifteen orchid species collected from Fukushima to Kumamoto Prefectures were infested by Japanagromyza 
tokunagai（Sasakawa）. These results suggest that this agromyzid fly feeds on a wide range of orchid species, and is 
widely distributed in Japan. On the other hand, two orchids were injured by Chyliza vittata Meigen. Because these or-
chids were collected from Hokkaido Prefecture or high-altitude areas in Yamanashi Prefecture, this fly species seems to 
be distributed in cool temperate areas, but further investigations are required.
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緒 言

近年，ラン科植物の果実に寄生するハモグリバエ類の被
害が全国的に拡大し，大きな問題となっている．ハモグリ
バエ類の幼虫は，ランの果実や花茎を摂食するため，加害
された株は種子が正常に生産されず，次世代を残すことが
できない．ラン科植物は絶滅危惧種を多く含み，わが国で
は自生種のおよそ 7割が環境省のレッドリストに掲載され
ていることから，保全の上でも早急に対策が求められてい
る．しかし，これらのハモグリバエ類は多くが未同定で，
ハエが寄生するランの種や被害がみられる地域についても
未だ詳細に調査されていない．
著者らは千葉県山武市にある調査地で， キンラン

Cephalanthera falcata（Thunb.） Blumeやクマガイソウ
Cypripedium japonicum Thunb. など里山に自生する 6種の
ランについてハモグリバエ類の調査を行い，被害はいず
れもハモグリバエ科のランミモグリバエ（別名トクナガハ
モグリバエ）Japanagromyza tokunagai（Sasakawa）によるも
のであることを明らかにした（菅ら，2018）．本種は，1975

年頃からエビネ属の害虫として知られており（上住，1978；
長野，1979），その後クマガイソウ（長谷川ら，1987）や
キンラン（杉浦，1998）などにも寄生することが報告され
ている．2000年以降から深刻な被害が報告されるように
なり（三橋・大貫，2000；山﨑ら，2001），本種がカキラン
属 Epipactis（Suetsugu, 2013a）やシュンラン属 Cymbidium
（Suetsugu, 2015）など，様々なランに寄生することが明ら
かになった．特に関東での被害は大きく，キンランやクゲ
ヌマラン Cephalanthera longifolia（L.） Fritschでは袋掛けな
どの防除対策を施さない場合，ハエの食害によって極端に
着果率が下がることが報告されている（山﨑ら，2001；山
﨑・樅山，2003；伊藤ら，2016；長谷川ら，2017）．
一方で， ハネオレバエ科のセマダラハネオレバエ

Chyliza vittata Meigenも， オニノヤガラ Gastrodia elata 
Blume（Kato et al., 2006），エゾスズラン Epipactis papillosa 
Franch. et Sav.（現在は Epipactis helleborine（L.） Crantz）
（Suetsugu, 2013a）やキンセイラン Calanthe nipponica 
Makino（Suetsugu, 2016a）など，いくつかのラン科植物で
花や葉を食害することが報告されている．また，愛媛県産
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のツチアケビ Cyrtosia septentrionalis（Rchb.f.） Garayより
ツチアケビハモグリバエ Melanagromyza galeolae Sasakawa
の寄生も報告されており，ランの種や生育地域によって，
被害を及ぼしているハエの種が異なることも予想される
が，詳細な検証はなされていない．
そこで本研究では，北海道，本州および九州の計 9都道
県より 16種 1品種のランについて果実や花茎を採集し，
内部に寄生しているハエ類を調査した．ハエの同定は，成
虫標本に基づく形態と，ミトコンドリアの COI遺伝子領
域を用いた分子を組み合わせて行った．
なお，本研究を行うにあたり，ランミモグリバエの標本
を同定いただいた笹川満廣博士，サンプル提供および現地
調査にご協力いただいた明智洸一郎氏，浅沼孝夫氏，池田
真人氏，大貫一夫氏，河原畑濃氏，後藤　勝氏，福島成樹
氏，佐賀県有明海再生・自然環境課の方々，標本作製でお
世話になった藤田将平氏，果実の解剖作業をお手伝いいた
だいた岩田わかな氏，許斐　亮氏，檜垣かな氏，DNA分
析をお手伝いいただいた蘭光健人氏，有益なご助言をいた
だいた末吉昌宏博士に厚く御礼申し上げる．本研究は，鹿
児島大学大学院連合農学研究科女性研究員支援事業と国立
科学博物館総合研究「博物館・植物園資料を活用した絶滅

寸前種に関する情報統合解析」の助成を受けて行われた．

材料および方法

Table 1と 2に示す地点より，16種 1品種のランの果実
または花茎を採集した．これらを実体顕微鏡下で解剖し，
植物組織内に寄生している卵・幼虫・囲蛹・脱出後の囲蛹
殻を採取して，果実内の個体数を記録した．また，一部の
囲蛹はプラスチックシャーレに入れ，室温で 1～2週間飼
育して囲蛹から脱出した成虫を採集した．採集した幼虫と
囲蛹は 99%エタノールに浸漬した状態で，成虫は液体に
浸漬せずそのままの状態で冷凍保存し，分子同定に用い
た．成虫は脚 1本を採取して DNA抽出に用い，残りは標
本として保存した．茨城県のクマガイソウ果実より得ら
れた 2頭（個体番号 D284-4, D284-5）の成虫標本を笹川満
廣博士（京都府立大学名誉教授）に同定依頼した．これら
の標本は，大阪市立自然史博物館に収蔵予定である．なお
DNA分析には，標本の破損をさけるため，これらの標本
と同一果実より得られ，形態的に差異のみられなかった別
個体を用いた．
冷凍保存した幼虫・囲蛹・成虫標本より大平ら（2016）
の手法を用いて DNAを抽出し，フォワードプライマー

Table 1. Percentage of orchid individuals and fruits infested by flies and the average number of flies per fruit

Orchid species Japanese name  
和名 Prefecture Collection  

date

No. of orchid 
individuals 
collected

Percentage 
of infested 
individuals

No. of 
fruits 

collected

Percentage 
of infested 

fruits

No. of  
flies per 

fruit

Bletilla striata シラン Ibaraki Jun. 14, 2016 14 29 20 30 1.5
Calanthe discolor エビネ Ibaraki May 30, 2016 5 40 11 18 1.0
Cephalanthera erecta ギンラン Ibaraki May 30, 2016 4 100 24 42 1.0
Cephalanthera falcata キンラン Ibaraki May 30, 2016 7 86 23 91 1.2

Tokyo May 25, 2016 19 95 46 89 1.1
C. falcata f. conformis ツクバキンラン Ibaraki May 30, 2016 2 100 13 100 1.5
Cephalanthera longibracteata ササバギンラン Ibaraki May 30, 2016 4 75 22 68 1.0
Cephalanthera longifolia クゲヌマラン Tokyo May 25, 2016 16 94 92 64 1.0
Cymbidium goeringii シュンラン Fukushima Dec. 3, 2016 12 33 12 a 33 b 2.8 c

Fukushima Apr. 1, 2017 6 17 6 a 17 b 1.0 c

Ibaraki Feb. 22, 2017 8 13 8 a 13 b 1.0 c

Kumamoto Feb. 19, 2016 9 56 9 a 56 b 2.8 c

Cypripedium japonicum クマガイソウ Hokkaido Jun. 14, 2016 8 0 8 0 0
Hokkaido Oct. 12, 2016 15 0 15 0 0
Ibaraki May 30, 2016 10 90 10 90 9.4
Ibaraki Oct. 6, 2016 12 92 12 92 9.2
Yamanashi Jun. 13, 2017 6 83 6 83 3.6

Platanthera minor オオバノトンボソウ Ibaraki Jun. 14, 2016 3 67 —d — —
Ibaraki Jun. 30, 2016 7 86 —d — —

Spiranthes sinensis ネジバナ Ibaraki Jun. 30, 2016 8 38 325 2 1.0

a Number of flower buds collected. 
b Percentage of infested flower buds. 
c Number of flies per flower bud. 
d Number of fruits was not shown because flower stalks were infested by flies before fruiting.
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に LCO1490（Folmer et al., 1994），リバースプライマーに
HCO2198（Folmer et al., 1994）あるいは COIA（Funk et al., 
1995）を用いて，動物の DNAバーコーディング領域であ
るミトコンドリア DNAの COI遺伝子領域を PCR増幅し，
塩基配列を決定した．PCRはMighty Amp DNA Polymerase 
Ver. 2（Takara社）を用いて， 付属のマニュアルに準じ
て PCR反応を行い，電気泳動で増幅の有無を確認した
後，Fast Gene Gel/PCR Extraction Kit（Fast Gene社）を用い
て精製した．その後，BigDye Terminator Cycle Sequencing 
Reaction Kit（Applied Biosystems社）と PCRに使用した
プライマーを用いて反応を行い，ABI 3100 genetic ana-
lyzer（Applied Biosystems社）を用いて塩基配列を決定し
た．得られた塩基配列は，National Center for Biotechnology 
Information（NCBI）の相同性検索プログラム（BLAST； 
https://blast.ncbi.nlm.nih.gov/Blast.cgi）により分類群を特定
した．本研究で得られた塩基配列は，以下のアクセッショ
ン番号で DNA Data Bank of Japan（DDBJ； https://www.ddbj.
nig.ac.jp）に登録されている：LC384053–LC384055.

結 果

4～6月に開花するキンラン属，クマガイソウ，エビ
ネ Calanthe discolor Lindl.，シラン Bletilla striata（Thunb.）
 Rchb.f. では，成虫が若い子房部分に産卵して果実内部に
寄生し，Fig. 1aに示すような幼虫が未熟種子や胎座を食害
して，果実内部はほとんど空洞になっていた．これらのラ
ンで見つかった囲蛹（Fig. 1b）は，果実組織内の穿孔にみ
られ，果実の表面から透けて見える場合が多かった．一部
の果実や採取した囲蛹より成虫が脱出し（Fig. 1c），脱出
後は果実に数 mmの脱出孔がみられた．本研究で調査し
たキンラン属の 4種 1品種と茨城および山梨県産のクマ
ガイソウにおける被害は大きく，被害株率は 75～100%で
被害果率は 42～100%であった（Table 1）．一方，茨城県
産のエビネおよびシランは，キンラン属やクマガイソウ
と 100 m以内の範囲に同所的に生育していたにもかかわら
ず，被害株率が 40%および 29%で被害果率が 18%および
30%に留まった．クマガイソウの被害は地域により大き

Table 2. Results of molecular identification of the flies infecting orchids

Prefecture Collection date Orchid species Japanese name 和名 Stage Fly species

Hokkaido Sep. 5, 2015 Neottia furusei カイサカネラン larva Chyliza vittata
Fukushima Dec. 3, 2016 C. goeringii シュンラン adult Japanagromyza tokunagai

Apr. 1, 2017 C. goeringii シュンラン larva J. tokunagai
Ibaraki May 30, 2016 C. discolor エビネ larva J. tokunagai

May 30, 2016 C. erecta ギンラン adult J. tokunagai
May 30, 2016 C. falcata キンラン larva Phoridae sp.
May 30, 2016 C. falcata f. conformis ツクバキンラン adult J. tokunagai
May 30, 2016 C. longibracteata ササバギンラン larva J. tokunagai
May 30, 2016 C. japonicum クマガイソウ adult J. tokunagai
Jun. 14, 2016 B. striataa シラン（栽培） larva J. tokunagai
Jun. 14, 2016 P. minor オオバノトンボソウ larva J. tokunagai
Jun. 30, 2016 S. sinensis ネジバナ larva J. tokunagai
Oct. 6, 2016 C. japonicuma クマガイソウ（栽培） larva Chloropidae sp.
Feb. 22, 2017 C. goeringii シュンラン larva J. tokunagai

Chiba Sep. 24, 2016 Cyrtosia septentrionalis ツチアケビ adult J. tokunagai
Tokyo May 25, 2016 C. falcata キンラン adult J. tokunagai

May 25, 2016 C. longifolia クゲヌマラン adult J. tokunagai
May 25, 2016 C. longifolia クゲヌマラン adult J. tokunagai
Jul. 19, 2016 B. striataa シラン（栽培） larva J. tokunagai
Oct. 1, 2016 Cymbidium macrorhizon マヤラン pupa J. tokunagai

Yamanashi Jun. 13, 2017 C. japonicum クマガイソウ adult J. tokunagai
Jul. 23, 2016 Gastrodia elata オニノヤガラ larva C. vittata
Jul. 23, 2016 G. elata オニノヤガラ larva J. tokunagai

Shizuoka May 14, 2016 Lecanorchis sp. ムヨウラン属 sp. pupa J. tokunagai
Jul. 20, 2016 Ponerorchis graminifoliaa ウチョウラン（栽培） larva J. tokunagai

Saga Jun. 19, 2017 C. falcata キンラン adult J. tokunagai
Aug. 18, 2017 P. minor オオバノトンボソウ larva J. tokunagai

Kumamoto Feb. 19, 2016 C. goeringii シュンラン larva J. tokunagai

a Cultivated plant.
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く異なり，北海道産のクマガイソウでは 6月と 10月に採
集した合計 23個体に被害はみられなかった．

6～8月に開花するオオバノトンボソウ Platanthera minor
（Miq.） Rchb.f. やネジバナ Spiranthes sinensis（Pers.） Ames 

var. amoena（M.Bieb.） H.Haraでは，成虫が花芽に産卵して
花序や蕾を食害し，開花前に花茎が萎凋あるいは枯死する
様子がみられた．茨城県産のオオバノトンボソウでは，被
害株率が 67～86%と高く，囲蛹や幼虫は主として花茎や
若い子房部分で見つかった（Table 1）．一方，茨城県産の
ネジバナは，これらのオオバノトンボソウから 10～50 m
と近傍に自生していたにもかかわらず，被害株率は 38%
と低かった．また，ネジバナでは，若い果実や子房部分に
幼虫や囲蛹が見つかったが，被害果率は 2%であった．3～
4月に開花するシュンラン Cymbidium goeringii（Rchb.f.）
 Rchb.f. では，越冬した花芽が伸長する前に花芽内部が食
害を受けている場合があり，福島，茨城および熊本県にお
ける被害株率は 13～56%であった（Table 1）．

1果実内におけるハエの平均個体数は，大型の果実を
もつクマガイソウで最も多く，3.6～9.4頭であった（Table 
1）．それ以外のランの果実では 1.0～1.5頭であった．シュ
ンランでは 1つの花芽に平均で 1.0～2.8頭みられた．
茨城県産クマガイソウ果実より得られた成虫 2頭は，い

ずれもランミモグリバエであった．16種 1品種の野生株
および栽培株より採取した合計 28頭の幼虫・囲蛹・成虫
について COI遺伝子領域 631 bpの塩基配列を決定した結
果，24頭が 99.8%（630/631 bp）相同の塩基配列をもってお
り，ランミモグリバエと同定された（Table 2）．茨城県産
のギンラン Cephalanthera erecta（Thunb.） Blumeから得ら
れた個体の配列には，422塩基目に Aから Gへの置換が生
じており，茨城県産のササバギンラン Cephalanthera longi-
bracteata Blumeから得られた個体の配列には，464塩基目
に Gから Aへの置換が生じていた．これらの個体以外で
ランミモグリバエと同定された個体の配列はすべて 100%
相同であった．
一方で，北海道産カイサカネラン Neottia furusei Yukawa 

et Yagameと山梨県産オニノヤガラでみられた幼虫は，上
記のランより見つかったハエより大型で形態的にも全く異
なる種類であった（Fig. 2）．カイサカネランでは，幼虫が
花茎内に寄生しており，1個体で花茎のほぼすべてを摂食
していた．オニノヤガラでは，若い子房，果実，花序部分
に幼虫および囲蛹がみられ，大型の幼虫に加えてランミモ
グリバエと形態的に非常に類似した小型の幼虫も同株内に
寄生していた．分子同定の結果，大型の幼虫から得られた
配列はロシア産セマダラハネオレバエの配列（KT266650）

Fig. 2. Larva of C. vittata（Psilidae）.（a）Entire body,（b）Enlarged figure of the top of the larva.

Fig. 1. Larva（a）, puparium（b）, and adult（c）of J. tokunagai（Agromyzidae）.
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と 99%相同であり，オニノヤガラより見つかった小型の
幼虫はランミモグリバエと同定された．茨城県産のキン
ランより得られた幼虫の配列は，BLASTによる検索の結
果， ノミバエ科 Phoridaeの Megaselia sp.（KT112952）や
Phoridae sp.（KR753408）と 92%の相同性を示した．また，
茨城県産のクマガイソウより得られた幼虫の配列は，キ
モグリバエ科 Chloropidaeの Liohippelates pallipes（Loew）
（KR689901）や Chloropidae sp.（KM959023）と 93%相同で
あった．

考 察

9都道県より採集した 16種 1品種のランに寄生する
ハエ類を調査した結果，15種 1品種のランからランミ
モグリバエが確認され，本種は種を問わず多様なランに
寄生していると考えられた． ランミモグリバエによる
寄生は，他にもエビネ属（上住，1978；Sugiura, 2013）や
コケイラン Oreorchis patens（Lindl.） Lindl.（Sugiura et al., 
1997）， ホクリクムヨウラン Lecanorchis japonica Blume 
var. hokurikuensis（Masam.） T.Hashim.（杉浦，1998），トキソ
ウ Pogonia japonica Rchb.f.（Matsui et al., 2001），ハマカキ
ランEpipactis papillosa Franch. et Sav. var. sayekiana（Makino）
 T.Koyama et Asai（現在は Epipactis helleborine（L.） Crantz）
（Suetsugu, 2013a）などからも報告されており，ラン科で
あれば寄主を選ばない可能性が高い．一方で，被害の程度
にはランの種によって異なる傾向がみられた．本研究で調
査したキンラン属やクマガイソウでは，被害株率が 75～
100%と非常に高く，健全株はごく少数であった（Table 
1）．これに対して，ネジバナやシランでは，キンラン属
やクマガイソウと同所的に生育しているにもかかわらず，
被害株率は 29～38%であった．木村ら（2009）は，東京都
町田市に自生する 7種のランについてランミモグリバエの
被害を調査し，キンランでは食害果率が 94%であったの
に対して，ネジバナでは 0.6%，シランでは被害が全くみ
られなかったことを報告している．キンランやクマガイソ
ウは森林に自生するが，ネジバナやシランは日当りのよい
開けた草原や花壇に自生あるいは植栽されている．このこ
とから，生育環境の違いによって寄生や被害の程度が異な
る可能性が考えられるが，今後さらに調査が必要である．
本調査でランミモグリバエと同定されたサンプルは，福
島県から熊本県まで幅広い地域に由来していた．また，本
研究で調査していない香川県（長谷川ら，1987），島根県
（Sugiura et al., 1997；杉浦，1998），鳥取県（永松，2011），
滋賀県（Suetsugu, 2013b）からもラン科植物に対するラン
ミモグリバエの寄生が報告されており，東北から九州まで
ほぼ全国的にランミモグリバエの被害がみられると考えら
れる．しかし，本調査でクマガイソウは茨城県および山梨
県では 8割以上の果実に寄生がみられたのに対し，北海

道産のクマガイソウ果実はすべて健全であった（Table 1）．
ランミモグリバエの分布や被害の程度には地域差がある可
能性があり，本研究の対象としなかった地域を中心に今後
さらに調査が必要である．
ランミモグリバエが採集された時期は，シュンランの花
芽がみられる 12月から翌年 2月の冬季より，クマガイソ
ウとマヤランの果実がみられる 10月にかけ長期にわたっ
た（Table 2）．本調査では，開花時期の異なるラン種の間
で被害の傾向が異なる場合がみられた．5月に開花するキ
ンラン属やクマガイソウでは，ランミモグリバエは開花
後に若い子房部分に産卵する傾向にあり，果実の肥大と
ともに内部の若い種子や胎座が食害を受けていた．一方
で，6～8月に開花するオオバノトンボソウやネジバナで
は，花芽に産卵し，蕾や花，花序が幼虫により食害を受
け，開花に至る前に花茎が枯死する傾向にあった．木村ら
（2009）もオオバノトンボソウで同様の傾向を報告してい
る．6～8月に開花するランでは，花芽が出る時期にすで
にランミモグリバエの活動が活発化しており，花芽の出現
と同時に産卵され，若い花や子房部分だけでなくまだ組織
の柔らかい花序も食害を受け，花茎が枯死すると考えられ
た．
本研究では，北海道産カイサカネランと山梨県産オニノ
ヤガラでセマダラハネオレバエの寄生が確認された．本
種は，これまで国内では長野県産（Kato et al., 2006）と北
海道礼文島産（Sugiura, 2016）のオニノヤガラ，長野県産
エゾスズラン（Suetsugu, 2013a），長野県産ショウキラン
Yoania japonica Maxim.（Suetsugu, 2016b），北海道産キン
セイラン（Suetsugu, 2016a）より報告がある．また，ヨー
ロッパでもキンラン属やカキラン属などのラン科植物から
報告があり（Pitkin et al., 2012），花や葉，茎を食害するこ
とが知られている．本研究において，カイサカネランでは
本種が花茎の内部を穿孔し，1頭で花茎のほぼすべてを摂
食する様子が観察されており，これにより開花や結実が妨
げられ，繁殖に大きな影響を与えている可能性が示唆され
た．これらのランを含め，セマダラハネオレバエが報告さ
れた国内のランの産地は，北海道や長野県・山梨県など北
方や標高の高い寒冷地に集中しており，ランミモグリバエ
とは分布が異なる可能性がある．また，本研究で調査した
山梨県産オニノヤガラでは同一個体からランミモグリバエ
の幼虫も見つかり，2種のハエが同株内に寄生しうること
が明らかになった．本サンプルの採集地は標高 1,000 m付
近であり，2種の分布が重なる地域も存在すると考えられ
た．今後は，北海道や東北を含む北日本や高標高地につい
ても調査を行う必要がある．
茨城県産のキンランとクマガイソウ果実から得られた幼
虫は，ランミモグリバエではなくそれぞれノミバエ科とキ
モグリバエ科の 1種であった．これらの幼虫は褐変した果
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実内より採集されており，ランミモグリバエなどによる加
害部位には枯死した植物組織を餌とするハエ類が 2次的に
寄生している可能性もある．
以上より，日本産の多様なラン科植物においてランミモ
グリバエとセマダラハネオレバエによる寄生と被害を確認
した．関東以西の低地では，キンラン属，クマガイソウ，
オオバノトンボソウにおけるランミモグリバエの被害が特
に深刻であった．果実の食害により種子が正常に生産され
なければ次世代が残らず，今後個体数がさらに減少すると
考えられる．被害の甚大なラン種については，防虫ネット
や花への袋掛け，薬剤散布によるランミモグリバエの防除
が早急に必要であると考えられた．木村ら（2009）は，キ
ンランへの袋掛けによる防除効果を検証し，受粉後 0～5
日の花に袋掛けを行うことで，産卵・食害が大きく減少す
ることを報告している．また，本研究では，栽培されたウ
チョウラン Ponerorchis graminifolia Rchb.f. やシランにおい
てもランミモグリバエの食害を確認したことから，野生の
ランを加害するだけでなく，ラン科植物の生産現場におい
ても重要な害虫となる可能性がある．今後はさらに広域で
より多くのラン種について調査が必要である．

摘 要

北海道，本州および九州の計 9都道県においてハエ類に
よる果実や花茎への食害がみられた 16種 1品種のラン科
植物を調査した結果，15種 1品種のランでハモグリバエ科
のランミモグリバエの寄生が確認され，本種は国内の幅広
い地域で多様なラン種に寄生していると考えられた．ま
た，2種のランよりハネオレバエ科のセマダラハネオレバ
エが見つかった．これらは北海道および山梨県の高標高地
で採集されたものであり，寒冷地ではラン科植物に寄生す
るハエの種類が異なる可能性があるが，今後さらに調査が
必要である．
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